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アメリカ合衆国 地理教科書
マクダルリタル（McDougal Littell）社『World Cultures and Geography 2008』

○アメリカにおける「地理」学習
アメリカでは、その建国期より民主的な社会を形成するために欠かすことのできない条件とし

て社会科教育が重要視されている。中でも地理教育は、自国を理解し、よりよく生きる上で、
児童・生徒が学びやすく理解しやすい科目であると考えられ、地理を核として社会科教育が行わ

れていた。そのような背景の下、1980年代に地理教育改革の積極的な推進が図られた。これは、当時地理的知識の学
力低下問題が深刻化していたためである。1984年には、全国的に地理教育の指針となった『地理教育ガイドライン』
が発行され、さらに1989年の教育サミットにおいては、地理・歴史が主要5教科の中に位置づけられるなど、地理教
育が重視された。また、1994年には地理スタンダード（地理的知識・技能の基準を定めた実施目標）『生活のための
地理：地理ナショナルスタンダード』が完成した（※）。
中学校における地理教育は、世界地誌の学習が中心である。また、地理を学ぶ意義や、なぜその学習が重要なのか

という学習の意義が明確にされていることが特徴的である。さらに、地理教育を通じて、市民権・判断力・想像力を
促進する内容になっている。

○この教科書の特徴

・中学校１年生用地理教科書
・オールカラー　総ページ1,044p
・写真・図版・地図などの資料が豊富で、
百科事典のような教科書
・「世界の文化や地理」を学ぶ
・各地誌は、地図や統計資料の提示→地域の
地理→歴史→文化→政治・経済という展開
・地理的なアプローチに限らず、地域毎に
歴史や政治経済についても深く触れている

▼教科書見開き例　　アメリカ地誌の導入部分

（※）田部俊充（2009）：アメリカ合衆国の地理教育. 中村和郎・高橋伸夫・谷内 達・犬井 正 編『地理教育講座 第Ⅰ巻 地理教育の
目的と役割』．古今書院，pp.117-128．を参照

まとめ 世界全体を捉える際も地域毎に見る際も、地理という枠組みにとらわれず、歴史や公民的分野について
詳細な記載や豊富な資料があり、社会科として総合的に学習できます。また、記載事項が豊富なため、その情報
を利用して、生徒自らが調べ・考える発展的な学習につながりやすいといえます。

蝙武士と騎士の比較

蝣日本地誌では徳川家康を掲載

掲載資料の特徴

✍教科書の構成

○地理の概要

・地理に関する科学技術

・地理を活かした職業

・地形、水循環、気候・植生、環境

・人口、人の移動、政治・経済、文化

○地誌

・北アメリカ→南アメリカ→ヨーロッパ

→ロシア→アフリカ→アジア→オセア

ニアの順に国・地域の地誌を学ぶ

←この章での学習事項

←重要語句の確認

←課題の整理

↓本文 ↓写真で比較
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